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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。
＜連絡事項＞

· 患者様対応を改めて考え直し、業務に取組みましょう。

· ＰＡＳＳ評価ありません

· 食事摂取量のPC入力を忘れずに行っていきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 勝田　ヒモエ様～本日マーゲンチューブ交換行っています。

· 上舘　ユキ様～本日マーゲンチューブ交換行っています。

· 橋本　万様～便秘時の予測指示9/12まで継続となっています。

· 藤田　金弘様～発熱時・SPO2低下時の予測指示9/13まで継続となっています。

· 慶長　節子様～発熱時・SPO2低下時の予測指示9/13まで継続となっています。

· 五十嵐　タイ様～便秘時の予測指示9/12まで継続となっています。

· 中村　清枝様～便秘時の予測指示9/12まで継続となっています。

· 荒谷　正毅様～便秘時の予測指示9/12まで継続となっています。

· 山内　公博様～本日西Aユニットへ転棟となります。

· 八木橋　タカ様～本人様の生活リズムにより、昼食を摂取しない状態が続いているため、今後

食事形態の変更を検討いきましょう。

· 其田　淑子様～歩行訓練等ある為、介護シューズの購入を検討中です。

· 栃本　哲様～退院に向け、SWより診療情報提供書・健康診断書受け取っています。

· 二部　清次様～「シルバー」へ再入所、南山苑への入所を検討中です。

· 勝田　ヒモエ様～本日CT検査行っています。

· 後村　恵美子様～呂Drより尿検査の指示出ています。

· 馬場　いし様～自力での食事摂取困難のため、捕食での対応・食事形態の検討行っていく。

· 佐々木アイ子様～体温37.9度、本人様より寒気の訴えあり、検尿の指示受け行っている。

　　　　　　　　　　今後も注意して観察していきましょう。

· 東　悦子様～日中・夜間のふらつき・歩行不安定目立ち、転倒の危険性ある為、部屋移動を早急に検討していく。

＜症例検討会＞

氏名　：中西　千代子様（83）

生年月日：S5.10.17

病名　：脳梗塞後遺症、脳血管性認知症、情緒不安定性人格障害（境界型）

身体合併症：変形性脊椎症、右片麻痺、難治性逆流食道炎、両足真菌

主治医：安ヶ平Ｄｒ

入院形態：任意入院

病棟　：南病棟Dユニット

（経過）

H25.6.18より特別養護老人ホーム「サンシャイン」の入所を前提にショート

ステイの利用を開始。自己中心的で助言も受け入れられず、集団には適さず

退去となる。情緒不安定、精神興奮性が強い状態であることから、症状鎮静

を目的にH26.3.27当院1回目の入院。入院後、服薬調整を行ない、スタッフ

に強い口調で話す事や不満・特定のスタッフへ文句を言ったりと感情の起伏

が目立つ事があったが、説明により納得出来、スタッフの対応も概ね待つ事

が出来る様になり、Ｈ26年5月24日退院。退院後、ハピネスやくらのショート

スティを利用しながら、長期入所施設を探していたが、ＡＤＬ面のこだわり

が強く、日常的に暴言・暴力を繰り返し、他利用者からもクレームがあり施

設対応困難となり退所となる。服薬調整にて情緒安定、精神興奮性の安定を

目的としＨ26.7.3当院2回目の入院。Ｈ26.7.24より37～38℃台の発熱、酸素

飽和濃度低下あり。胸部X-P検査実施し誤嚥性肺炎との診断。Ｈ26.7.30八戸

赤十字病院呼吸器科を受診。精査加療目的にて同日転院。転院後胸部ＣＴ検

査実施し両側胸水貯留・誤嚥性肺炎・高度貧血によるうっ血性心不全と考え

薬物治療開始。徐々に症状改善傾向となり、酸素飽和濃度の低下も無く経過

同院での治療が終了した事からＨ26.8.12　当院3回目の入院となる（任意入院）
（安ヶ平Drより）

· 食事形態は変更せず、注意して観察行って下さい。

· 貧血等に注意し、フェロステック・アスパラKの処方継続していく。

· 定期的な採血を行って下さい。

· 精神状態の観察を注意して行って下さい。

· 今後薬剤を減らす為に調整行っていきます。

